
東北⼤学災害科学世界トップレベル研究拠点関連事業 学術成果公開シンポジウム  
震災復興における⺠俗芸能の役割と継承  

東⽇本⼤震災後、地域社会に伝わってきた⽂化は、被災者の⽇常的な暮らしを取りもどす⼀助となって
きました。 
本シンポジウムの⽬的は、震災復興過程における⺠俗芸能や祭礼の役割について、そしてそのために地
域・⾏政・⼤学がどのように協⼒できるかを考えることにあります。 
⽂化財⾏政や⺠俗芸能保存団体の活動を振り返りながら、地域の未来について考察します。 

 

⽇時 
2018 年 2 ⽉ 10 ⽇（⼟）14:00〜17:00 

会場 
郡⼭⼥⼦⼤学芸術館 

プログラム 
趣旨説明：フィールド災害⼈⽂学をめぐって 
⾼倉浩樹（東北⼤学） 

第⼀部：福島県の⺠俗芸能 

話者 1: ⺠俗芸能の復興⼒ −⽥植え踊りを事例に 
⼀柳智⼦（郡⼭⼥⼦⼤学短期⼤学部） 

話者 2: 震災時における⺠俗芸能の⼒ 
宮⼝勝美（浪江町副町⻑・室原郷⼟芸能保存会） 

第⼆部：⺠俗芸能と防災・震災復興 

報告 3: ⽂化財化する地域⽂化 
⼩⾕⻯介（東北歴史博物館） 

報告 4: 無形⽂化遺産の防災という考え⽅ 
久保⽥裕道（東京⽂化財研究所） 

総合討論：コメンテーター: 何燕⽣（郡⼭⼥⼦⼤学短期⼤学部）・⽊村敏明（東北⼤学） 
司会: ⼭⼝睦（⼭⼝⼤学） 

詳細 
東北⼤学東北アジア研究センターウェブサイト 

主催：東北⼤学災害科学国際研究所・郡⼭⼥⼦⼤学 
共催：東北⼤学東北アジア研究センター 
後援：福島県 郡⼭市 福島⺠報社 福島⺠友新聞社 福島テレビ 福島中央テレビ 福島放送 テレ
ビユー福島 ラジオ福島 エフエム福島 

http://www.koriyama-kgc.ac.jp/institution/schoolhouse
http://www.cneas.tohoku.ac.jp/news/2018/news180113.html

